
The 2nd Japan-China Symposium on Nanomedicine 
 

 ナノテクノロジーの医療への応用は、革新的な治療技術を開発し、患者にとってより安

全・安心な医療技術の提供する上で重要な課題です。 

 この度、中国において最先端ナノメディシン研究に携わる 11 名の研究者を広島にお招き

し、下記の要領で第２回日—中ナノメディシン・シンポジウムを開催します。2 日間の会合

を通して、ナノマテリアルの新規構築法、表面修飾、医療応用（イメージング、ガン治療、

細胞分析等）など広範なテーマについて議論を深めたいと考えています。 

 本シンポジウムでは、新学術領域研究「ナノメディシン分子科学」の現メンバーおよび

以前の公募班の先生方の積極的なご参加を心よりお待ちしております。口演あるいはポス

ター発表をご希望の方は、4 月 18 日（金）までに下記の連絡先までご連絡ください。なお、

発表者には、4 月末日までに A4 版 1 ページ（英文）の抄録原稿の作成をお願いすることに

なっております。 
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プログラム 

 

平成 26 年 5 月 16 日（金） 

 11:00～12:00 特別講演（霞キャンパス 医学部第 4 講義室） 

  新学術領域研究「ナノメディシン分子科学」代表 

     東京大学大学院工学研究科 教授 石原一彦 先生 

 

 12:00～13:00 昼食 

 

 13:00～14:00 東広島キャンパスへ移動（貸し切りバス） 

 

 14:00～16:00 広島大学ナノデバイス・バイオ融合科学研究所見学会 

 

 16:00～17:30 西条「賀茂泉酒蔵」見学会 

 

 18:00～20:00   懇親会（東広島市西条「藤乃屋」） 

 広島市内へ移動（貸し切りバス） 

  

 

平成 26 年 5 月 17 日（土）（霞キャンパス 広仁会館 中会議室） 

   9:00～9:15 開会 

 

   9:15～12:00 研究発表（口演）および討論  

 

 12:00～14:00 ポスター発表および昼食 

 

  14:00～15:30 研究発表（口演）および討論  

 

 15:45～16:00 コーヒーブレーク 

 

 16:00～18:00 研究発表（口演）および討論  

 

 18:00 閉会 

 


